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友好提携都市
長野県高遠町の伊那市との合併を受け

交流の更なる発展を願い、
７月２日、改めて
伊那市と友好提携を結ぶ

２３区初！こども図書館が５月５日オープン
（下落合１‐９‐８ 区立中央図書館２階）

地域のこどもの読書活動の拠点に！ 歌舞伎町ライブミュージックプロムナード
区役所前の広場に響くジャズの調べ

今定例会で した議案

■■『新宿区公益保護のための通報に関する条例』制定に
＝区民生活の安定と健全な区政確保を目的に

併せて『新宿区職員の行動規準及び責務等に関する条例』制定＝
今定例会では、区長提出と議員提出合わせて３５件の議案が可決されました。
条例では、区の公益を害する事実の早期是正を図る、公益保護のための通報制度『新宿区公益保護のための通
報に関する条例』、区職員の行動規準等を定め、職員への不当要求行為などを禁止する『新宿区職員の行動規準
及び責務等に関する条例』の制定などを可決しました。…………………………………………………関連記事２面

災害・不審者への備えを！牛込三中耐震工事、学校等の防犯設備整備で補正予算を

■■幼稚園・小中学校・児童館等の安全対策をさらに強化！
＝平成１８年度一般会計補正予算１１億３，１１５万９千円を可決＝

調査の結果耐震性に問題のあった牛込第三中学校の特別教室棟耐震改築工事に約７億４千万円、区立幼稚園、小中
学校はじめ、児童館、図書館、地域センターなどへのレコーダー付き防犯カメラ設置のために計約１億５千万円、法
改正に伴う児童手当拡充に約３億４千万円などの補正予算案を可決しました。……………………………関連記事２面

■■改正道路交通法による駐車違反取り締まり
東京都に中小零細業者、医療・介護関係者への配慮を求める！

今定例会では、６月から施行の改正道路交通法による駐車違反取り締まりに関し、中小零細業者、医療・介
護関係者への配慮等を求める『改正道路交通法による駐車違反取り締まりに関する意見書』、先の国会で成立
した医療制度改革法による療養病床の大幅な削減の撤廃を求める『療養病床削減計画に関する意見書』など５
件の意見書を議決し、東京都、国会等に提出しました。…………………………………………関連記事２、８面

◆第２回定例会

６／８（木）…議会運営委員会、本会議（代表質問：共産・公明・自民・

新無ク）

６／９（金）…議会運営委員会、本会議（代表質問：民主・社会・花マル、

一般質問）

６／１２（月）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

６／１３（火）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

６／１４（水）…地方分権・行政改革特別委員会

６／１５（木）…災害等対策特別委員会、議会運営委員会

６／１９（月）…議会運営委員会、本会議（議案の採決、意見書の採決等）、

常任委員会（総務区民、福祉健康）

●議員研修会を開催！………………………………………………………２面
●ボリュームアップ！区政のここを問う
３ページの大紙面に、全質問議員の質疑を集約 ……………………………３～５面

●平成１７年度政務調査費と議長交際費の支出状況………………………６面
●第３回定例会から議場が変わります� ……………………………………７面
●審査請求による政治倫理審査会が開催されました ………………………７面
●世界の恒久平和を希求して 沖縄全戦没者追悼式に参加……………７面
●今定例会で議決した決議・意見書………………………………………８面
●皆様から託された請願・陳情の処理状況 …………………………………８面
●議会素朴な疑問コーナー新設！…………………………………………８面

★本紙は、新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。

可 決

可 決

意見書



議案の概要と審議結果（賛成…〇 反対…×）
○第２回定例会（６月８日～６月１９日）

共産は１名欠席、※は棄権

第
２
回
定
例

会
開
会
を
目
前

に
控
え
た
６
月

７
日
、
多
数
の

議
員
の
出
席
の

も
と
、
指
定
管

理
者
制
度
を
テ

ー
マ
に
議
員
研

修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
平
成
１５
年

９
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

『
公
の
施
設
』
の
管
理
運
営
を
、
議

会
の
議
決
を
経
て
区
が
指
定
し
、
民

間
事
業
者
を
含
め
た
幅
広
い
団
体
に

任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

本
区
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
福
祉

施
設
、
教
育
・
文
化
施
設
が
こ
の
制

度
に
基
づ
く
管
理
運
営
と
な
り
ま
し

た
。
制
度
発
足
後
間
も
な
い
指
定
管

理
者
制
度
で
す
が
、
そ
の
現
状
の
認

識
と
課
題
の
整
理
、
そ
し
て
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
確
認
す
る
こ
と

が
こ
の
研
修
の
テ
ー
マ
で
す
。

講
師
は
地
方
自
治
総
合
研
究
所
研

究
員
の
三
野
靖（
み
の
や
す
し
）氏
で

す
。
三
野
氏
は
、
香
川
県
庁
に
勤
務

し
て
い
た
経
歴
を
お
持
ち
で
地
方
自

治
を
専
門
分
野
と
し
て
、
指
定
管
理

者
制
度
や
行
政
改
革
に
つ
い
て
論
文

発
表
や
著
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
演
は
、
指
定
管
理
者
制
度
発
足

の
経
緯
か
ら
始
ま
り
、
他
自
治
体
で

の
事
例
を
交
え
て
の
指
定
管
理
者
の

資
質
の
問
題
や
地
方
自
治
体
の
制
度

に
つ
い
て
の
理
解
力
の
格
差
、
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
の
所
在

な
ど
を
順
次
指
摘
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
有
効

に
運
用
し
て
い
く
た
め
に
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
し
て
、
該
当
施
設

に
関
わ
る
条
例
改
正
や
指
定
管
理
者

選
定
の
段
階
か
ら
、
本
制
度
に
変
更

後
も
引
き
続
き
区
民
や
施
設
利
用
者

の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
指

定
管
理
者
の
資
質
に
問
題
は
な
い
か
。

と
い
っ
た
観
点
で
関
わ
り
、
施
設
の

個
別
の
設
置
目
的
は
も
と
よ
り
、
男

女
共
同
参
画
や
障
害
者
雇
用
な
ど
の

多
面
的
な
行
政
目
的
も
十
分
果
た
さ

れ
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
べ
き

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

他
自
治
体
で
の
制
度
運
用
に
思
わ

ず
相
槌
を
打
つ
議
員
。
ト
ラ
ブ
ル
事

例
に
首
を
傾
げ
る
議
員
。
講
演
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
る
中
、
予
定
時
間
に

至
り
研
修
は
終
了
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
議
員
は
、
指
定
管
理
者
の
指
定

に
係
る
議
会
の
議
決
の
重
み
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
適
正
な

運
用
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
真
摯
に
関

わ
っ
て
い
く
必
要
性
を
実
感
し
、
満

場
の
拍
手
を
も
っ
て
講
師
を
見
送
り

ま
し
た
。

新
宿
区
議
会
は
、
日
々
の
地
域
で

の
議
員
活
動
は
も
と
よ
り
先
進
自
治

体
の
調
査
研
究
に
加
え
て
、
こ
の
よ

う
な
研
修
の
機
会
を
通
じ
て
、
自
ら

を
研
さ
ん
し
、
区
政
の
適
正
で
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
研
修
会
を
開
催
�
今
回
の
テ
ー
マ

「
指
定
管
理
者
制
度
と

議
会
の
役
割
」

議決結果
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概 要

補正予算額 １億３，１７７万５千円
補正の理由：予備費の計上
補正予算額 １１億３，１１５万９千円
補正の理由：牛込第三中学校の特別教室棟耐震改築工事費等、法改正に伴う児童手当制度の拡充に要する経費等の計上
補正予算額 ３０万円
補正の理由：法改正に伴う職員児童手当に要する経費の計上
区の公益を害する事実の早期是正を図り、区民生活の安定及び健全な区政の確保に資することを目的とした公益保護のた
めの通報制度を設ける。
【１ 通報できる者】 ア 区の職員、イ 事務受託者及び受託事務従事者、指定管理者及びその事務従事者並びに派遣労

働者、ウ ア又はイの者であった者、エ 区民
【２ 通報対象事実】 区について又は区の事務に従事する場合における区長等について生じ、又はまさに生じようとし

ている次のア、イ又はウの事実
ア 公益通報者保護法の通報対象事実、イ 規則で定める法令・条例に規定する犯罪行為の事実、ウ その他規則で
定める事実

【３ 通報先】 新宿区公益保護委員（弁護士）
【４ 新宿区公益保護委員の職務】 通報の受付、調査、勧告及び公表
【５ 通報者の保護】 ア 通報者に係る個人情報の秘匿、イ 区の職員、受託事務従事者、派遣労働者等に対する不利益

取扱いの禁止
区民の負託に応え得る健全な区政確保を図るため、必要な職員の行動規準と区政を担い支えるものの責務を定めるととも
に、職員の公正な職務の遂行を阻害する不当な行為を禁止する。
１ 職員が公正に職務を遂行するために、５つの行動規準を設ける。
２ 任命権者、管理監督者、指定管理者等、区民の責務を設ける。
３ 何人も職員等に対する次の不当な行為を禁止する。

ア 不当要求行為、イ 不当あっせん等行為
４ 不当な行為があると認めるときは、次のとおり対処する。

ア 職員等は、管理監督者等に報告する。イ 管理監督者は、不当な行為を行っている者に対し、適切な措置を講じ、
その内容を記録する。ただし、不当あっせん等行為に関しては、区長に報告する。ウ 区長は、特に悪質又は重大な
不当あっせん等行為について公表できる。

新宿区情報公開・個人情報保護審査会は、却下等の決定に対する不服申立てについても、実施機関が第三者の意見を聴く
ことが必要と認めて諮問を行った事項については審査を行うこととする。
次に掲げる公文書を対象に同一請求者により重ねて行われる公開請求については、その決定について不服申立てがあった
場合でも、新宿区情報公開・個人情報保護審査会への諮問は要しないこととする。
１ 現に審査会において審査中の不服申立てに係る公文書
２ 既に審査会の諮問を経て実施機関が決定をしている不服申立てに係る公文書
１ 受託業務者の定義に、業務の再委託を受けた事業者等の概念を加える。
２ 新たに派遣労働者を責務規定、罰則規定等の適用対象として加える。
３ 訂正請求又は利用停止請求を行うに当たっては、その対象とする保有個人情報について、請求書への具体的な記載を

義務付ける。
４ 次に掲げる保有個人情報を対象に同一請求者により重ねて行われる開示請求等については、その決定に対し不服申立

てがあった場合でも、新宿区情報公開・個人情報保護審査会の諮問は要しないこととする。
� 現に審査会において審査中の不服申立てに係る保有個人情報
� 既に審査会の諮問を経て実施機関が決定をしている不服申立てに係る保有個人情報
政令の一部改正に伴い、補償基礎額及び介護補償の額を改定する。また、水防法及び監獄法の一部改正に伴い、用語等の
整備をする。
地方税法の改正に伴い所要の改正を行う。
障害者自立支援法の施行に伴い、事業、利用できる者及び利用料金に関し所要の改正を行う。
障害者自立支援法の施行に伴い、事業、利用できる者及び使用料に関し所要の改正を行う。
障害者自立支援法の施行に伴い、所要の改正を行う。また、地方自治法の規定に基づき、新宿区立新宿福祉作業所の管理
を指定管理者に行わせるとともに利用料金制を導入する。
新宿区立戸塚第二小学校内において新たに学童クラブに関する事業を行うことに伴い、所要の改正を行う。
都市計画に関する重要な事項について専門的に調査及び検討を行うため、都市計画審議会に部会を設置することができる
旨の規定を置く。
建築基準法の改正に伴い、建築物の敷地面積が減少し、建築物の敷地面積の最低限度（３００�以上）に適合しなくなる敷
地について、敷地面積の減少事由が下記の公共事業の施行等によるものであり、その全部を１の敷地として使用する場合
においては、当該制限の適用除外とする旨の新たな規定を加える。
�土地収用法第３条各号に掲げるものに関する事業若しくは都市計画法の規定により土地を収用し、若しくは使用するこ
とができる都市計画事業又はこれらの事業に係る土地収用法第１６条に規定する関連事業、�土地区画整理法による土地区
画整理事業、�都市再開発法による第１種市街地再開発事業、�大都市地域における住宅及び住宅地の供給の促進に関する
特別措置法による住宅街区整備事業、�密集市街地における防災街区の整備の促進に関する法律による防災街区整備事業

新宿区新宿六丁目地内において新宿中学校建設建築工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事、冷暖房換気設備工事を施
行するもの

新宿区戸山三丁目地内において西早稲田中学校建設建築工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事、冷暖房換気設備工事
を施行するもの

新宿区立心身障害者通所訓練施設（新宿区立あゆみの家）において発生した石綿粉じん流出事故について和解するもの
六田文秀氏、若林康子氏、金井重彦氏、井上美那子氏、飯島泰文氏

８面の意見書の要旨をご覧ください。

議 案 名

専決処分の承認について〔平成１８年度新宿区一般会計補正予算（第１号）〕

平成１８年度新宿区一般会計補正予算（第２号）

平成１８年度新宿区介護保険特別会計補正予算（第１号）

新宿区公益保護のための通報に関する条例

新宿区職員の行動規準及び責務等に関する条例

新宿区情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例

新宿区情報公開条例の一部を改正する条例

新宿区個人情報保護条例の一部を改正する条例

災害に際し応急措置の業務等に従事した者の損害補償に関する条例の一部を改正する条例

新宿区特別区税条例の一部を改正する条例
新宿区立障害者福祉センター条例の一部を改正する条例
新宿区立心身障害者通所訓練施設条例の一部を改正する条例

新宿区立知的障害者援護施設条例の一部を改正する条例

新宿区学童クラブ条例の一部を改正する条例

新宿区都市計画審議会条例の一部を改正する条例

若葉地区再開発地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例

新宿区立新宿中学校建設建築工事請負契約、新宿区立新宿中学校建設電気設備工事請負契約、
新宿区立新宿中学校建設給排水衛生設備工事請負契約、新宿区立新宿中学校建設冷暖房換気
設備工事請負契約
新宿区立西早稲田中学校建設建築工事請負契約、新宿区立西早稲田中学校建設電気設備工事
請負契約、新宿区立西早稲田中学校建設給排水衛生設備工事請負契約、新宿区立西早稲田中
学校建設冷暖房換気設備工事請負契約
石綿粉じん流出事故に係る和解について
人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取について
脳脊髄液減少症の研究・治療等の推進を求める意見書
療養病床削減計画に関する意見書
国勢調査の抜本的見直しを求める意見書
改正道路交通法による駐車違反取り締まりに関する意見書
「グレーゾーン金利」の撤廃等を求める意見書

専
決
処
分

（
１
件
）

予
算（
２
件
）

制
定
（
２
件
）

改
正
（
１１
件
）

契
約
（
８
件
）
そ
の
他

（
１
件
）

諮
問

（
５
件
）
決
議
・
意
見
書（
５
件
）

区
長
提
出
議
案
（
３０
件
）

議
員
提
出
議
案（
５
件
）
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あ
ざ
み
民
栄

質
問

介
護
保
険
法
が
改
定
さ
れ
、

利
用
者
・
関
係
者
に
た
い
へ
ん
な
痛

み
と
混
乱
が
あ
る
。
�
施
設
利
用
者

は
、
居
住
費
や
食
費
が
全
額
自
己
負

担
に
な
っ
た
。
区
は
施
設
入
所
者
の

居
住
費
及
び
食
事
代
を
助
成
し
、
負

担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
。
�
軽
度
要

介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
に
よ

り
、
新
制
度
で
ベ
ッ
ド
な
ど
福
祉
用

具
が
使
え
る
の
は
要
介
護
２
以
上
に

変
更
に
な
っ
た
た
め
、
ベ
ッ
ド
を
返

さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
要
支
援
、

要
介
護
１
の
方
が
区
内
に
７００
人
近
く

い
る
。
区
は
、
ベ
ッ
ド
レ
ン
タ
ル
料

に
つ
い
て
、
要
支
援
、
要
介
護
１
の

低
所
得
者
に
は
半
額
程
度
、
生
活
保

護
の
方
に
は
全
額
助
成
す
べ
き
。

答
弁

�
法
改
正
は
利
用
者
負
担
の

公
平
性
等
の
観
点
で
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
所
得
に
応
じ
き
め
細
か
な
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
区
独
自
で
居
住

費
や
食
費
の
軽
減
を
図
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
�
自
立
支
援
の
観
点

か
ら
必
要
性
等
を
検
討
し
て
い
る
。

生
活
保
護
受
給
者
も
併
せ
て
検
討
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

質
問

４
月
施
行
の
障
害
者
自
立
支

援
法
で
導
入
さ
れ
た
応
益
負
担
は
、

平
等
性
と
言
い
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を

減
ら
し
、
か
え
っ
て
障
害
者
の
自
立

や
社
会
参
加
を
後
退
さ
せ
る
も
の
。

�
国
に
「
応
益
負
担
」
の
撤
回
を
求

め
る
べ
き
。
�
新
制
度
移
行
前
は
無

料
だ
っ
た
住
民
税
課
税
世
帯
の
利
用

者
負
担
を
、
半
額
の
５
％
に
軽
減
し
、

低
所
得
世
帯
の
利
用
者
負
担
は
無
料

に
す
べ
き
。
�
通
所
施
設
の
報
酬
に

つ
い
て
国
に
改
善
を
要
望
し
、
民
間

通
所
施
設
に
対
す
る
家
賃
助
成
の
拡

充
、
運
営
費
助
成
を
。
�
区
施
設
等

を
活
用
し
た
複
合
施
設
に
よ
り
、
障

害
者
の
自
立
の
場
の
提
供
を
。

答
弁

�
国
に
撤
回
を
求
め
る
考
え

は
な
い
。
�
す
で
に
軽
減
策
を
実
施

し
て
お
り
、
更
な
る
負
担
の
激
変
緩

和
策
は
考
え
て
い
な
い
。
�
報
酬
改

善
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
。
施
設
借

上
費
助
成
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
利

用
継
続
に
配
慮
す
る
。
運
営
費
助
成

は
都
の
動
向
が
明
ら
か
で
な
い
た
め

推
移
を
見
守
っ
て
い
く
。�
検
討
す
る
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
拡
大
を

質
問

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
更
な
る
少
子
化
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。区
内
医
療
機
関
で
は
、新

宿
区
以
外
の
各
区
の
医
療
費
助
成
対

象
年
齢
拡
大
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ

れ
、「
新
宿
区
は
い
つ
か
ら
か
」
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
せ
め
て
小

学
生
ま
で
無
料
に
」
な
ど
要
望
は
大

変
強
い
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
年
齢
拡
大
の
早
急
な
決
断
を
。

答
弁

区
で
は
子
育
て
に
か
か
わ
る

経
済
的
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
個
々
の
家
庭
で
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
支
援
策
と
し
て
中
学
生

ま
で
の
児
童
手
当
を
４
月
か
ら
実
施

し
、
区
民
か
ら
評
価
を
得
て
い
る
。

国
に
お
い
て
も
新
た
な
少
子
化
対
策

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
国
や

都
の
状
況
を
見
て
、
限
ら
れ
た
財
源

の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

愛
国
心
を
強
制
す
る
教
育
基
本

法
改
定
に
反
対
の
意
思
表
示
を

質
問

教
育
基
本
法
の
全
面
改
定
案

が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
改

定
案
は
、
憲
法
の
定
め
る
「
思
想
・

良
心
・
内
心
の
自
由
」
を
踏
み
に
じ

り
、
教
育
の
目
標
に
「
国
を
愛
す
る

心
」
な
ど
２０
の
徳
目
の
達
成
を
義
務

づ
け
、
強
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

�
既
に
愛
国
心
を
通
知
表
で
評
価
し

て
い
る
学
校
が
あ
る
。
新
宿
の
区
立

小
中
学
校
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
を
掌

握
し
て
い
る
か
。
�
多
文
化
が
共
生

す
る
新
宿
区
で
は
、
今
後
に
わ
た
り

愛
国
心
の
通
知
表
で
の
評
価
な
ど
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
義
務
化

す
る
よ
う
な
教
育
基
本
法
改
定
案
に
、

反
対
の
意
思
表
示
を
。

答
弁

�
新
宿
区
立
小
学
校
で
１
校
、

通
知
表
の
評
価
項
目
に
「
歴
史
と
政

治
・
国
際
関
係
に
関
心
を
も
っ
て
意

欲
的
に
調
べ
、
国
に
対
す
る
愛
情
を

も
と
う
と
す
る
」
と
い
う
表
現
が
あ

る
が
、
内
心
に
立
ち
入
っ
て
評
価
し

て
い
る
学
校
は
な
い
。
�
心
の
内
面

を
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い

か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。
改
定
に

つ
い
て
は
国
会
に
お
け
る
議
論
の
推

移
を
注
意
深
く
見
守
る
。

こ
の
他
、「
区
内
の
国
有
地
活
用
」

「（
仮
称
）
四
谷
子
ど
も
園
」
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

く
ま
が
い
澄
子

質
問

深
刻
な
少
子
化
が
進
行
。
妊

娠
か
ら
出
産
、
育
児
ま
で
一
貫
し
た

支
援
を
通
じ
て
、
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
妊

娠
出
産
に
伴
う
経
済
的
負
担
は
多
大
。

現
在
の
妊
婦
健
康
診
査
費
の
一
部
助

成
一
人
２
万
円
の
更
な
る
拡
充
を
。

答
弁

平
成
１１
年
４
月
か
ら
全
国
に

先
駆
け
て
助
成
実
施
。
現
在
で
も
５

区
の
み
。
助
成
拡
充
は
産
み
育
て
る

環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
の
経
済

的
支
援
策
と
し
て
検
討
し
た
い
。

「
健
康
長
寿
社
会
」の
構
築
を

質
問

我
が
党
は
昨
年
６
月
の
第
２

回
定
例
会
に
て
、
単
身
高
齢
者
の
急

増
を
受
け
て
の
困
り
事
相
談（
仮
称
）

『
シ
ル
バ
ー
１１０
番
』
設
置
の
必
要
性

を
質
し
た
が
、
�
実
態
把
握
は
。
�

区
長
は
「
サ
ー
ビ
ス
は
様
々
あ
り
、

新
宿
ら
し
い
困
り
事
相
談
と
し
て
再

構
築
し
た
い
。」
と
答
弁
し
た
が
具

体
化
は
。
�
本
年
度
か
ら
の
『
回
復

支
援
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
』
の
再
構

築
で
の
モ
デ
ル
事
業
実
施
を
。

答
弁

�
寄
せ
ら
れ
た
相
談
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
連
絡
会
等
で
の
情
報

交
換
、調
査
事
業
を
通
じ
、必
要
性
十

分
認
識
。�
本
年
３
月
策
定
の「
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
３
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
に
て
早
期
実
現
め
ざ

す
。区
民
と
の
協
働
の
視
点
加
え
、地

域
見
守
り
協
力
員
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
借
り
、
事
業
化
め
ざ
す
。
�
一

時
的
な
限
定
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
困

り
事
相
談
の
組
み
入
れ
は
困
難
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
に
よ
る
モ
デ
ル

事
業
実
施
も
含
め
、要
望
に
応
え
た
い
。

落
合
文
士
村
の
整
備
充
実
を

質
問

大
正
末
期
か
ら
昭
和
を
中
心

に
落
合
地
域
に
多
く
の
作
家
、
芸
術

家
が
住
み
、
こ
れ
を「
落
合
文
士
村
」

と
呼
び
、
他
区
に
お
い
て
は
同
様
な

地
域
を
積
極
的
に
街
づ
く
り
に
活
か

そ
う
と
し
て
い
る
。
区
の
重
要
な
遺

産
で
且
つ
文
化
・
観
光
資
源
で
も
あ

り
、
新
宿
区
の
高
い
精
神
性
を
発
信

す
る
絶
好
の
媒
体
だ
。
�
積
極
的
な

発
信
を
。
�
Ｐ
Ｒ
の
た
め
回
遊
路
や

案
内
板
の
設
置
を
。
�
日
本
の
近
代

絵
画
を
代
表
す
る
佐
伯
祐
三
と
中
村

つ
ね
の
ア
ト
リ
エ
の
保
存
を
。

答
弁

�
文
化
ガ
イ
ド
の
作
成
等
で

対
外
に
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、
文

化
・
観
光
の
切
り
口
か
ら
地
域
の
活

性
化
図
る
。
�
案
内
の
充
実
、
来
訪

者
へ
の
情
報
提
供
は
重
要
。
回
遊
路

の
設
定
等
検
討
。
�
中
村
つ
ね
の
ア

ト
リ
エ
の
所
有
者
と
接
触
を
も
ち
、

調
整
つ
き
次
第
調
査
を
行
う
予
定
。

食
育
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

質
問

食
育
を
通
じ
て
食
生
活
を
見

直
す
こ
と
が
重
要
。
�
区
長
の
認
識

は
。
�
区
民
参
加
で
の
食
育
運
動
推

進
母
体
の
会
議
体
、
計
画
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。
�
区
の
各
部
署
が
一

体
と
な
っ
た
計
画
を
。
�
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
学
校
、家
庭
一
体
で
の
取
り

組
み
が
肝
要
。教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

答
弁

�
区
民
の
意
識
が
高
ま
る
中
、

区
に
よ
る
食
育
の
推
進
は
重
要
。
�

現
在
、
推
進
計
画
を
２０
年
度
か
ら
の

「
後
期
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
」
策

定
に
向
け
た
作
業
の
中
で
準
備
。
今

年
度
、
区
民
意
識
調
査
を
実
施
し
、

ま
た
各
種
団
体
の
代
表
者
等
に
よ
る

会
議
体
の
設
置
を
準
備
。
�
健
康
と

い
う
視
点
を
中
心
に
、
教
育
委
員
会

等
と
緊
密
に
連
携
。
�
学
校
関
係
者

・
保
護
者
等
で
意
見
交
換
の
委
員
会

を
設
置
し
推
進
。
実
践
の
事
例
集
を

介
護
保
険
利
用
者
の
負
担
軽
減
策
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

引き続きベッドが使用できるよう支援を

子
育
て
支
援
と
し
て妊

婦
健
診
費
の
助
成
拡
大
図
れ
！

新
宿
区
議
会
公
明
党

妊婦健診費助成拡大で経済的負担の緩和を

代

表

質

問

代

表

質

問
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ま
と
め
全
校
に
紹
介
す
る
。

中
山
区
政
と
そ
の
総
括
に
つ
い
て

区
長
の
区
政
続
投
を
期
待

質
問

�
こ
の
３
月
、
任
期
４
年
最

後
の
予
算
を
成
立
さ
せ
た
心
境
は
。

�
こ
の
４
年
間
で
最
も
心
が
け
た
こ

と
は
。
�
区
民
会
議
へ
の
感
想
は
。

�
中
山
区
長
の
続
投
に
期
待
す
る
。

答
弁

�
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

減
災
社
会
づ
く
り
、
柔
軟
で
多
様
な

開
か
れ
た
区
政
参
画
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
一
定
の
成
果
あ
げ
た
と
考
え

る
。
�
区
民
と
の
協
働
と
参
画
に
よ

る
、
区
民
起
点
の
区
政
の
実
現
。
�

新
宿
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
い
、
支
え

る
新
し
い
自
治
の
萌
芽
と
期
待
。
�

多
く
の
方
の
賛
同
を
得
て
「
歩
き
た

く
な
る
ま
ち
新
宿
」
を
創
る
た
め
、

引
き
続
き
区
政
を
担
っ
て
参
り
た
い
。

こ
の
他
に
「
新
宿
区
民
会
議
の
提

言
と
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
」「
障
害

者
自
立
支
援
法
に
よ
る
就
労
支
援
」

「
自
転
車
の
安
全
対
策
」
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

野
口
ふ
み
あ
き

質
問

昨
年
４
月
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ

（
ご
み
の
発
生
抑
制
）、
Ｒ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
再
使
用
）、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
再

生
利
用
）、
こ
の
三
つ
の
頭
文
字
を

と
っ
た
「
３
Ｒ
の
国
際
会
議
」
が
東

京
で
行
わ
れ
た
。
区
で
は
３
月
に
リ

サ
イ
ク
ル
清
掃
審
議
会
で
「
家
庭
ご

み
有
料
化
」
と
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
関
し

て
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
�
こ
れ
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

�
区
民
の
意
識
の
持
ち
方
が
重
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁

�
家
庭
ご
み
有
料
化
が
区
民

の
ご
み
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
高

め
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
促
進
な
ど
の
点
で
効
果
が
あ
る

と
の
、
報
告
内
容
・
方
向
性
は
妥
当
。

し
か
し
有
料
化
は
、
区
民
に
直
接
的

負
担
を
求
め
る
た
め
、
合
意
形
成
が

不
可
欠
。
他
に
課
題
も
多
く
慎
重
に

検
討
。
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
は
２０
年
度
の
本
格
実
施
に
向
け

準
備
中
。
４
区
で
排
出
ガ
ス
な
ど
影

響
調
査
実
施
。
関
係
団
体
や
区
民
の

意
見
も
頂
き
な
が
ら
進
め
る
。
�
今

後
３
Ｒ
は
、
自
分
の
問
題
と
意
識
で

き
る
啓
発
活
動
を
展
開
。

み
ど
り
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

質
問

３
月
の
「
新
宿
区
み
ど
り
の

実
態
調
査
報
告
書
」
の
中
で
最
小
緑

被
地
単
位
９
�
以
上
の
緑
被
面
積
を

み
る
と
、
今
回
１７
年
度
３１０
ha
、
緑
被

率
は
１７
・
０４
％
で
、
僅
か
で
は
あ
る

が
、減
少
傾
向
に
あ
る
。都
心
に
お
い

て
緑
地
保
持
は
大
変
難
し
い
が
、
緑

地
保
護
に
加
え
、
今
ま
で
以
上
に
屋

上
緑
化
や
空
中
緑
化
に
力
を
入
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。
緑
地
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
弁

昨
年
、
緑
化
計
画
書
制
度
の

基
準
を
改
定
。
長
い
年
月
を
経
た
大

き
な
樹
木
や
樹
林
を
保
全
し
や
す
く

し
た
。
今
後
、
制
度
の
有
効
活
用
で

緑
の
保
全
を
図
る
。
都
市
の
骨
格
を

な
す
街
路
樹
は
「
新
宿
り
っ
ぱ
な
街

路
樹
運
動
」
の
指
針
に
基
づ
き
整
備
。

さ
ら
に
、
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
は

都
市
緑
化
に
有
効
な
の
で
、
区
民
や

事
業
者
に
普
及
促
進
を
図
る
。
区
も

本
庁
舎
の
壁
面
緑
化
や
バ
ス
停
緑
化

を
実
施
、
特
色
あ
る
緑
化
を
推
進
。

区
長
選
挙
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

質
問

１１
月
に
は
、
区
長
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
が
、
前
回
１４
年
の
投
票
率

は
２５
・
１５
％
と
低
く
、
単
独
の
区
長

選
挙
へ
の
関
心
が
薄
か
っ
た
の
で
は
。

区
長
選
挙
の
投
票
率
向
上
に
向
け
て

の
取
り
組
み
及
び
そ
の
具
体
策
に
つ

い
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
考
え
は
。

答
弁

低
投
票
率
を
重
く
受
け
止
め
、

区
長
選
挙
に
対
し
て
、
幅
広
く
、
よ

り
き
め
細
か
く
「
有
権
者
へ
の
周
知

を
図
る
こ
と
」
を
最
優
先
課
題
と
す

る
。
具
体
策
と
し
て
、
区
広
報
の
選

挙
特
集
号
の
掲
載
、
選
挙
季
報
（
特

集
号
）
の
新
聞
折
込
、
選
挙
管
理
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
案
内
、

啓
発
用
特
殊
宣
伝
カ
ー
に
よ
る
区
内

巡
回
や
そ
の
他
各
種
の
啓
発
用
品
の

配
布
な
ど
を
予
定
。
期
日
前
投
票
の

周
知
も
積
極
的
に
行
う
。

こ
の
他
に
「
契
約
事
務
」
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

の
づ
た
け
し

質
問

各
地
域
の
多
様
性
を
包
括
す

る
よ
う
な
、区
全
体
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
新
宿
区
ら
し
さ
の
追

求
が
重
要
。�
�ア
自
治
基
本
条
例
制
定

に
向
け
動
き
出
す
時
期
で
は
。�イ
区
民

全
体
の
共
通
の
意
識
と
し
て
新
宿
区

ら
し
さ
を
打
ち
出
す
作
業
も
必
要
で

は
。�
区
を
愛
す
る
教
育
で
、�ア
小
中

学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
学
習
の
機
会

を
設
け
て
い
る
か
。�イ
積
極
的
に
区
の

良
さ
を
教
え
る
教
育
が
必
要
。�ウ
小
さ

い
頃
か
ら
育
む
べ
き
。�
地
区
協
議
会

の
、�ア
議
論
を
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
閲

覧
を
。�イ
各
地
域
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の

懇
親
会
開
催
を
。�
旧
地
名
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
で
説
明
す
べ
き
。�
地
名
に

そ
ぐ
わ
な
い
バ
ス
の
停
留
所
名
の
改

善
を
。�
高
田
馬
場
駅
に
待
ち
合
わ
せ

の
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
設
置
を
。

答
弁

�
�ア
必
要
に
な
る
と
認
識
。

�イ
区
民
一
人
一
人
が
自
分
た
ち
の
ま

ち
の
記
憶
等
を
共
有
す
る
こ
と
が
大

切
。
�
�ア
�イ
�ウ
歴
史
や
ま
ち
の
特
徴

等
を
紹
介
し
た
区
独
自
の
副
読
本
を

活
用
し
、
体
験
を
重
視
し
た
学
習
等

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
�
�ア
�イ
検
討
。

�
わ
た
し
の
便
利
帳
で
説
明
。
今
後

も
工
夫
。�
地
元
要
望
等
を
事
業
者
と

調
整
。�
地
元
等
の
合
意
形
成
が
必
要
。

小
野
き
み
子

質
問

�
教
育
委
員
会
は
、愛
国
心
の

評
価
を
ど
う
考
え
る
か
。個
々
人
や
置

か
れ
た
立
場
で
違
う
心
情
の
画
一
的

評
価
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。�
区
長
は
愛

国
的
態
度
を
ど
う
考
え
る
か
。�
Ｊ
Ｒ

新
大
久
保
駅
で
転
落
し
た
女
性
を
救

っ
た
韓
国
人
青
年
の
表
彰
を
。�
教
育

と
し
て
漠
然
と
し
た
愛
国
心
を
説
く

よ
り
、今
生
き
て
い
る
お
手
本
の
紹
介
を
。

答
弁

�
国
を
愛
す
る
心
情
だ
け
を

取
り
上
げ
て
内
心
に
立
ち
入
っ
て
評

価
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
�

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
自
然
な
気
持
ち
の

発
露
で
あ
り
、
強
制
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
�
心
か
ら
敬

意
を
表
す
。
今
後
検
討
。
�
各
学
校

で
機
会
を
捉
え
紹
介
。
今
後
も
支
援
。

新
宿
に
簡
易
裁
判
所
調
停
セ
ン
タ
ー
を

質
問

簡
易
裁
判
所
調
停
部
門
の
墨

田
新
庁
舎
へ
の
集
中
は
、市
民
が
利
用

し
や
す
い
簡
易
裁
判
所
と
い
う
設
立

時
の
趣
旨
に
反
す
る
。東
京
三
弁
護
士

会
と
協
力
し
、調
停
セ
ン
タ
ー
設
置
を
。

答
弁

東
京
地
裁
へ
文
書
で
検
討
を

申
し
入
れ
た
。
今
後
も
弁
護
士
会
と

協
力
し
区
で
で
き
る
支
援
を
す
る
。

こ
の
他
「
療
養
病
床
再
編
に
つ
い

て
」等
２
項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

か
わ
の
達
男

質
問

�
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

で
�ア
利
用
者
負
担
の
増
大
を
把
握
し

て
い
る
か
。�イ
所
得
区
分
の
本
人
限
定

循
環
型
社
会
形
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

「
新
宿
区
ら
し
さ
」
を
追
求
せ
よ

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

みどり豊かな さわやかな街

高田馬場らしいシンボルを

愛
国
心
で
は
な
く
人
類
愛
を

障
害
者
へ
の
支
援
を
充
実
せ
よ

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

国境を越えた人類愛こそ大切では？

代

表

質
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質

問
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共

産

公

明

自

民

新
無
ク

民

主

社

会

共

産

公

明

自

民

新
無
ク

自

民

の
法
改
正
を
。�
通
所
施
設
等
の
運
営

に
十
分
な
対
応
を
。�
精
神
障
害
者
施

設
の
改
善
策
と
見
通
し
は
。�
制
度
変

更
で
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
な
い
よ
う
に
。

答
弁

�
�ア
激
変
緩
和
策
で
軽
減
。�イ

考
え
て
い
な
い
。�
問
題
が
出
な
い
よ

う
対
応
。�
継
続
利
用
で
き
る
場
所
確

保
に
努
め
る
。�
低
下
な
い
よ
う
実
施
。

こ
の
他
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
」

等
３
項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

な
す
雅
之

質
問

�
区
民
会
議
委
員
か
ら
基
本

構
想
策
定
後
も
活
動
し
区
政
を
見
守

り
た
い
と
い
う
声
あ
る
。
区
の
支
援

は
。
�
区
民
会
議
参
加
者
に
審
議
会

等
委
員
公
募
へ
の
応
募
を
呼
び
か
け

た
り
、
委
員
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を
。

答
弁

�
来
年
１
月
３１
日
に
て
解
散

だ
が
、
区
政
の
様
々
な
場
に
参
画
い

た
だ
き
、そ
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
。

�
積
極
的
な
参
加
望
む
。こ
の
他「
こ

と
ぶ
き
館
、
社
会
教
育
会
館
の
目
的

と
統
廃
合
」「
選
挙
管
理
委
員
会
の
改

革
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

沢
田
あ
ゆ
み

区
民
と
の「
協
働
」と
戸
塚
市
場
の
活
用
に
つ
い
て

質
問

２００８
年
３
月
末
で
廃
止
予
定
の

戸
塚
市
場
に
つ
い
て
は
、
店
舗
経
営

者
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。�
跡
地

利
用
の
検
討
組
織
は
。�
住
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
仕
組
み
は
。�
廃
止
ま

で
の
暫
定
利
用
は
短
期
利
用
に
限
定

せ
ず
、
区
民
と
の「
協
働
」で
、
要
望

や
提
案
の
実
現
に
前
向
き
な
姿
勢
を
。

答
弁

�
施
設
活
用
検
討
会
で
検
討
。

�
地
区
協
議
会
を
通
し
意
見
を
聞
く
。

�
出
店
者
や
地
域
住
民
と
話
し
合
い
、

柔
軟
な
期
間
設
定
で
活
用
進
め
る
。

赤
羽
つ
や
子

地
域
防
災
施
策
の
充
実
を

質
問

昨
年
９
月
４
日
の
豪
雨
災
害

の
教
訓
を
生
か
す
べ
き
。
�
地
域
防

災
計
画
を
ど
う
改
善
し
た
の
か
。
�

水
位
警
報
（
サ
イ
レ
ン
）
の
増
設
を
。

�
災
害
情
報
を
い
ち
早
く
伝
達
で
き

る
し
く
み
を
構
築
す
べ
き
。

答
弁

�
事
前
把
握
で
き
る
災
害
等

に
対
し
て
は
２
日
前
か
ら
警
戒
態
勢

に
入
る
。夜
間
・
休
日
は
緊
急
時
職
員

参
集
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、い
ち
早
い

対
応
を
計
画
。�
増
設
検
討
。�
防
災

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
１９
年
度
導
入
。

お
ぐ
ら
利
彦

子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

�
子
ど
も
を
巻
き
込
む
犯
罪

が
多
発
。
安
全
対
策
の
さ
ら
な
る
強

化
を
。
�
子
ど
も
た
ち
の
防
犯
能
力

を
高
め
る
に
は
。
�
犯
罪
を
犯
す
人

間
を
育
て
な
い
た
め
に
は
。

答
弁

�「
ピ
ー
ポ
１１０
番
の
い
え
」へ

の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
む
。

�
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
や
地
域
安
全
マ

ッ
プ
作
り
で
能
力
育
成
。
�
生
命
尊

重
の
教
育
の
充
実
や
学
校
・
地
域
等
の

連
携
に
よ
る
健
全
育
成
が
大
切
。正
義

感
や
倫
理
観
、思
い
や
り
の
心
を
育
む
。

根
本
二
郎

み
ど
り
の
増
進
に
つ
い
て

質
問

�「
み
ど
り
の
基
本
計
画
」で

の
緑
被
率
等
、
平
成
２０
年
の
目
標
達

成
は
。
�「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン（
ベ

ラ
ン
ダ
緑
化
）」を
区
民
運
動
と
せ
よ
。

答
弁

�
目
標
達
成
に
向
け
努
力
す

る
。
�
区
民
参
加
を
支
援
す
る
。

「
イ
ー
ホ
ー
ム
ズ
」の
廃
業
に
つ
い
て

質
問

「
イ
ー
ホ
ー
ム
ズ
」
の
廃
業

に
よ
り
、
区
は
業
務
を
引
き
継
い
だ

が
、
改
め
て
全
棟
検
査
せ
よ
。

答
弁

個
々
の
物
件
の
中
間
及
び
完

了
検
査
申
請
を
受
け
、
再
審
査
す
る
。

久
保
合
介

三
位
一
体
改
革
か
ら
区
財
政
を
守
れ

質
問

三
位
一
体
改
革
の
国
か
ら
の

税
源
移
譲
で
、�
一
部
自
治
体
に
財
政

上
の
犠
牲
を
強
い
る
が
、ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
か
。�
税
率
変
更
に
よ
る
２３

億
円
の
減
収
に
つ
い
て
、都
区
財
政
調

整
で
の
補
填
は
楽
観
で
き
な
い
の
で

は
。�
国
の
権
限
留
保
と
財
政
赤
字
の

自
治
体
へ
の
し
わ
寄
せ
に
対
し
、全
国

市
長
会
等
と
共
同
行
動
を
と
る
べ
き
。

答
弁

�
望
ま
し
く
な
い
。
�
区
側

財
源
配
分
割
合
へ
の
反
映
を
都
と
協

議
予
定
。
�
連
携
し
行
動
す
る
。

山
田
敏
行

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却
は
や
め
ろ

質
問

２３
区
長
会
で
の
焼
却
の
決
定

は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
に
反

す
る
が
、
�
住
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
し
た
の
か
。�
焼
却
・
熱
回
収
を

安
易
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
�
発
生

抑
制
、
再
資
源
化
を
徹
底
的
に
推
進

す
べ
き
。
焼
却
方
針
は
白
紙
撤
回
を
。

答
弁

�
モ
デ
ル
実
施
で
安
全
性
等

検
証
し
、適
宜
公
表
し
理
解
を
求
め
る
。

�
発
生
抑
制
、再
使
用
、再
生
利
用
前

提
に
必
要
。�
発
生
抑
制
の
普
及
啓
発
、

再
生
利
用
施
策
の
構
築
に
取
組
む
。

近
藤
な
つ
子

国
有
地
購
入
で
区
営
住
宅
等
の
建
設
を

質
問

早
稲
田
南
町
周
辺
の
区
営
住

宅
の
多
く
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
未
設
置
。

売
却
方
針
が
出
た
約
３,３００
�
の
弁
天
町

の
国
有
地
を
購
入
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
必
要
な
世
帯
の
た
め
に
、
区
営

住
宅
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
広
場
の

建
設
を
。
漱
石
公
園
隣
接
の
区
営
住

宅
は
全
戸
新
設
住
宅
に
移
転
可
能
に

し
、
跡
地
を
公
園
と
一
体
に
整
備
を
。

答
弁

区
全
体
の
施
設
の
あ
り
方
・

施
策
を
検
討
す
る
中
で
取
得
の
必
要

性
を
慎
重
に
見
極
め
る
。

有
馬
俊
郎

高
田
馬
場
駅
周
辺
の
整
備
推
進
を

質
問

�
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
決

意
は
。
�
狭
隘
で
危
険
な
戸
山
口
整

備
の
た
め
協
議
会
立
ち
上
が
っ
た
。

区
の
立
場
重
要
だ
が
。
�
早
稲
田
口

前
の
高
田
馬
場
第
二
駐
輪
場
の
開
設

時
間
夜
７
時
の
延
長
を
検
討
せ
よ
。

答
弁

�
鉄
道
事
業
者
等
関
係
機
関

と
整
備
促
進
。
�
早
稲
田
大
学
等
と

連
携
し
、関
係
者
の
現
地
視
察
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
等
、積
極
的
に
検
討
。

�
立
地
や
収
容
台
数
等
か
ら
夜
間
利

用
は
適
さ
ず
現
状
の
ま
ま
と
し
た
い
。

吉
住
健
一

区
内
に
お
け
る
道
路
管
理
に
つ
い
て

質
問

�
商
店
街
に
面
し
た
小
規
模

事
業
者
の
荷
捌
き
駐
車
に
つ
い
て
の

検
討
は
。
各
商
店
会
か
ら
の
相
談
窓

口
は
。
�
駅
前
の
客
待
ち
タ
ク
シ
ー

の
停
車
対
策
は
。
�
北
新
宿
四
丁
目

の
施
設
の
路
上
駐
輪
対
策
は
。

答
弁

�
法
律
の
運
用
状
況
を
見
守

る
。
環
境
土
木
部
が
相
談
を
受
け
、

可
能
な
範
囲
で
助
言
。
�
警
察
等
関

係
機
関
と
連
携
し
、
業
界
団
体
等
へ

要
請
。�
施
設
に
再
度
、自
転
車
利
用

の
自
粛
指
導
の
徹
底
を
申
し
入
れ
る
。

え
の
き
秀
隆

特
別
支
援
教
育
へ
の
取
り
組
み

質
問

特
別
支
援
教
育
で
、�
区
費
非

常
勤
講
師
の
役
割
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
へ
の
取
り
組
み
は
。�
今

後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
。�
個

別
の
教
育
支
援
計
画
へ
の
取
り
組
み

は
。�
大
学
生
の
小
中
学
校
で
の
教
育

サ
ポ
ー
ト
を
単
位
認
定
す
る
制
度
を
。

答
弁

�
学
級
担
任
と
一
緒
に
指
導
。

研
修
の
実
施
。�
関
係
機
関
が
効
果
的

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

�
区
立
養
護
学
校
等
で
作
成
。
�
双

方
に
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
。

下
村
治
生

安
心
安
全
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

�
大
久
保
・
百
人
町
地
域
の

店
舗
違
法
増
改
築
の
把
握
は
。
�
対

策
は
。
�
消
防
や
衛
生
等
総
合
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。
�
違
法
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
、
定
期
的

に
巡
回
、
調
査
、
指
導
す
べ
き
。

答
弁

�
１６
年
度
６
件
、１７
年
度
９
件

を
摘
発
、指
導
。�
違
反
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
。�
消
防
署
と
相
互
通
報
体
制

の
確
立
等
を
協
議
中
。今
後
、営
業
許

可
を
所
管
す
る
保
健
所
と
も
連
携
。�

合
同
査
察
体
制
を
関
係
機
関
と
検
討
。

区
民
会
議
参
加
者
の
熱
意
と
行
動
力
を
区
政
に
活
か
せ

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

障害者が安心できる社会を

熱意ある区民は区の財産

平 成１８年 第 ３ 回
定例会のお知らせ

★★９月１９日から１０月１３日までの予定
です。主な日程は、次のとおりです。
本 会 議 ９月１９日・２０日・

１０月１３日
決算特別委員会 ９月２１日～１０月３日
常任委員会 １０月５日・６日
特別委員会 １０月１０日・１１日
★★ぜひ傍聴にいらしてください。

会派略称：

公 明＝新宿区議会公明党

共 産＝日本共産党新宿区議会議員団

自 民＝自由民主党新宿区議会議員団

新無ク＝新宿区議会無所属クラブ

民 主＝民主党新宿区議会議員団

社 会＝社会新宿区議会議員団

花マル＝新宿区議会花マルクラブ

代

表

質

問

No.２２６5 平成１８年（２００６年）７月１６日



政務調査費の収支報告をお知らせします
政務調査費とは、地方自治法に基づき、新宿区政務調査費の交付に関する条例を定めて、議員（会派）が調査研究に使うために必要な経費の一部
として、会派に交付される経費のことです。
平成１７年度（平成１７年４月～平成１８年３月）に交付した政務調査費がどのように使われたのかは下記の表のとおりです。

◎収入…月額１５万円に会派の人数を乗じた金額になります。（交付された政務調査費に残額が生じた場合は、区に返還します。）
※民主党新宿区議会議員団は、４月～６月は４人、７月～３月は３人です。一人会派「無所属」は平成１８年１月に会派が消滅したため、２月、３月分は交付されていません。

支出（項目の説明）
人件費事務費広報費資料費会議費研修費調査研究費

調査研究を補助
する職員を雇用
する経費

調査研究に係る
事務遂行に必要
な経費

議会活動及び区政
に関する政策等の
広報活動に要する
経費

調査研究に必要な資
料の作成及び図書、
資料等の購入に要す
る経費

調査研究のため
の各種会議に要
する経費

研修会及び講演会の実施に必要な
経費並びに他団体が開催する研修
会、講演会等への所属議員及び会
派の雇用する職員の参加に要する
経費

区の事務及び地方行
財政に関する調査研
究及び調査委託に要
する経費 【給料、手当、社会

保険料、賃金など】
【事務用品・備品
購入費、リース料、
通信費、事務所費
など】

【会場費、会場設
営費、講師謝金、
資料印刷費など】

【広報紙・報告書等
印刷費、送料、交通
費など】

【印刷・製本費、原稿
料、書籍購入費、新聞
雑誌購読料など】

【調査委託費、調査報
告書等作成費、交通費、
宿泊費など】

【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出
席者負担金・会費、交通費、宿泊費など】

政務調査費は、下記の使途に用いることはできません

１ 政党運動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益の
ために要する経費としての支出。

２ 日当（１日あたりの決まった手当て）としての支出。

３ 寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出。
４ 交際費に要する経費への支出。（結婚式の祝い金、香料、
見舞金等）

もっと詳しく知りたい時
会派は、四半期（４月～６月・７月～９月・１０月～１２月及び翌年１月～３月）ごとに『四半期収支状況報告書』を、また、年度（４月～翌年
３月）が終わると『年度収支報告書』をそれぞれ３０日以内に議長に提出します。
報告書には、調査研究費や会議費等の項目別に、具体的な使いみちと金額が書かれています。この報告書は、閲覧することができます。（領
収書等についてもご覧いただけます。）
詳しくご覧になりたい方は、議会事務局までご連絡ください。

議長交際費の支出状況をお知らせします
●議長が議会を代表して各種行事や接遇関係など対外的な活動をするために要する経費です。
●毎月の執行額については、平成１６年１月分から区議会ホームページでご覧になれます。議長交際費とは？

※支出団体名等をご覧になりたい方は、議会事務局までご連絡ください。

平成１７年度政務調査費収支一覧〔平成１７年４月～平成１８年３月〕

主 な 使 途

調査研究視察経費、資
料購入経費、広報紙発
行経費など
研修会参加経費、広報
紙発行経費、区政報告
会開催経費など
調査研究交通費、資料
購入経費、広報紙発行
経費など
調査研究交通費、資料
購入経費、広報紙発行
経費など
調査研究交通費、資料
購入経費、広報紙発行
経費など
調査研究交通費、研修
会参加経費、広報紙発
行経費など
研修会参加経費、資料
購入経費、広報紙発行
経費など
資料購入経費、郵送費
など

支出合計

２，８６８，１１９

１６，１８８，２７２

１４，４００，０００

７，２００，０００

５，８３８，２６８

３，６００，０００

１，８００，０００

１，０５３，２９４

５２，９４７，９５３

支 出
人 件 費

１００，０００

１０，４１４，０６１

５，１３９，０００

１６２，０００

１，６１６，５２０

０

８０，０００

０

１７，５１１，５８１

事 務 費

６８０，６９４

２，０５５，１０７

１，６１９，７５１

４３９，０４４

２３９，１２３

５６１，２３９

５３３，１４３

１，０５０，１４４

７，１７８，２４５

広 報 費

６４１，１９６

２，５４３，５５０

４，２４０，６３４

５，９４８，６３９

２，７４２，５７４

２，０９８，２３１

９８０，８０８

０

１９，１９５，６３２

資 料 費

５３５，５８１

８０１，１０９

９７８，５２４

１０７，８７１

２２９，１０３

４８４，８１４

３２，７７０

３，１５０

３，１７２，９２２

会 議 費

０

２６，６３５

５３，０２８

０

２９，３８７

１８，８７０

９，６００

０

１３７，５２０

研 修 費

２，８００

３３３，８００

０

１５，２００

４７，８８０

１９６，９０６

１４４，１２９

０

７４０，７１５

調査研究費

９０７，８４８

１４，０１０

２，３６９，０６３

５２７，２４６

９３３，６８１

２３９，９４０

１９，５５０

０

５，０１１，３３８

収 入

１６，２００，０００

１６，２００，０００

１４，４００，０００

７，２００，０００

５，８５０，０００

３，６００，０００

１，８００，０００

１，５００，０００

６６，７５０，０００

年度末
会派人数

９

９

８

４

３

２

１

０

３６

会 派 名

新 宿 区 議 会
公 明 党

日本共産党新宿
区議会議員団

自由民主党新宿
区議会議員団

新 宿 区 議 会
無所属クラブ

民主党新宿区議
会 議 員 団

社会新宿区議会
議 員 団

新 宿 区 議 会
花マルクラブ

無 所 属

合 計

合 計
金 額
９４，０００
３１，０００
４０，０００
３９１，０００
４５，０００
６０１，０００

件 数
１０
４
４
４７
４
６９

接 遇
金 額

０
０
０
０
０
０

件 数
０
０
０
０
０
０

弔 慰
金 額

０
０
０
０

４５，０００
４５，０００

件 数
０
０
０
０
４
４

見 舞 い
金 額

０
０
０
０
０
０

件 数
０
０
０
０
０
０

会 費
金 額
９４，０００
３１，０００
４０，０００
３９１，０００

０
５５６，０００

件 数
１０
４
４
４７
０
６５

支出項目
支出先
町 会
地 域 団 体
商 店 会
各種関係団体
そ の 他
合 計

単位（円）

単位（円）

平成１
７年度

平成１
７年度

平成１８年（２００６年）７月１６日 6No.２２６
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新宿区議会では、議会改革を進める小委員会などの場で『開
かれた議会』や『議会の運営』などについて議論を重ねてき
ました。次回の１８年第３回定例会（９月開催予定）からいく
つかの検討結果が形になることになりましたので、ご紹介し
ます。

第第33回回定定例例会会かかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら
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インターネットで会議の様子が見られるようになります年４回の定例会や臨時会が開かれる区議会本会議場が変わります

区議会での議論に関心をお持ちでも、なかなか傍聴の機会を持てな
いという方もいらっしゃると思います。第３回定例会から、インター
ネットでご自宅などのパソコンから区議会をご覧いただけるようにな
る予定です。

○ご自宅等でリアルタイムに…生中継
１８年第３回定例会から本会議を生中継します。
１８年度から予算特別委員会及び決算特別委員会を生中継します。

○ご自宅等で時間のあるときに…録画中継
上記の生中継画像を見やす
いように編集して概ね１週間
後から録画映像を公開します。

新宿区議会のホームページか
らご覧ください。
（中継に関しては９月公開予
定です。）
ＵＲＬ http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/gikai/

○議員の質問用の演壇を設置します
現在の議場では、質問する議員が答弁者（区長や教育長など区の執
行機関）に向かって質問するのではなく、議員席を向いています。第
３回定例会からは対面演壇を新たに設置することにより、相手を見な
がら質問できるようになり、より一層緊張感のある質疑が行われるよ
うになります。

○傍聴席を議場内（５階）に新たに設置します
現在の傍聴席は１階分高い場所（議場は区役所の５階にあり、傍聴
席は６階部分にあたります。）に設置してあり、議場が見にくいとの
声もありました。第３回定例会から議員席のすぐ後ろに傍聴席を新た
に３０席設置する予定です。また、車椅子の方にもご利用いただけるス
ペースも設けます。これにより議員や区長などとほぼ同じ目線での傍
聴ができるようになり、臨場感のある傍聴をしていただけるようにな
ります。

新しくなる区議会を１度傍聴してみませんか？
ご希望の方は、会議の当日、本庁舎５階議会事務局
（�５２７３‐３５３４）までお越しください。

初めて「審査請求」による 政治倫理審査会が開催されました
昨年１２月１日に新宿区議会議員政治倫理条例が施行されました。新
宿区の議員がこの条例の規定に違反する行為等を行ったとき、区民の
方等は、審査請求をすることができます。条例に基づき設置された政
治倫理審査会は、請求のあった事案について、その事実があったかど
うか等を審査し、議長に審査結果を報告し、あわせて政治倫理確立の
ため必要な措置を勧告することができます。
今年４月６日に、条例が施行されて初めて、審査請求書が議長に提出
されました。議長は４月２１日に審査会に審査を諮問し、審査会はこの
日から約２ヶ月間、８回にわたり審査会を開催して審査を行いました。
今回の審査請求は、政治倫理条例第１３条第２項に基づくもので、議
員から条例第８条（人権侵害のおそれのある行為の禁止）に違反する
行為を受けたとするものです。案件の内容が審査請求者のプライバシ

ーの保護・二次被害の防止を必要とするものであるため、第２回の審
査会において、この案件の審査については原則非公開とすることを決
定しました。
審査会は６月２０日に審査結果をまとめた報告書を議長に提出し、議
長は条例に従って審査結果を審査請求者と審査の対象とされた議員に
通知しました。
審査結果の通知を受けた議員は、議長に対して、通知を受けた日か
ら３週間以内に弁明書を提出することができます。審査結果の概要と
議員の弁明書は併せて公表することとなっていますが、今回の審査請
求に関しては、弁明書の提出期限の関係から、次号の区議会だよりに
掲載する予定です。なお、区議会ホームページでは、掲載の準備がで
き次第、公表を行う予定です。

新
宿
区
議
会
は
昭
和
６１
年
３
月

の
区
に
よ
る
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
尊
重
し
、
平
和
事
業
と
し
て
沖

縄
、
広
島
、
長
崎
の
平
和
祈
念
式

に
議
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、「
沖
縄
全
戦
没
者
追

悼
式
」
に
、近
藤
な
つ
子
、桑
原
公

平
、根
本
二
郎
の
各
議
員
を
、区
議

会
の
代
表
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

沖
縄
は
第
２
次
世
界
大
戦
に
お

い
て
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
上
戦

の
場
と
な
り
、
多
く
の
貴
い
人
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
軍
の
組

織
的
な
戦
闘
が
終
結
し
た
１９４５
年
６

月
２３
日
を
「
沖
縄
慰
霊
の
日
」
と

定
め
、
全
て
の
戦
没
者
の
御
霊
に

追
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
に
「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」

が
毎
年
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
行
は
６
月
２３
日
当
日
、
沖
縄

本
島
南
端
近
く
の
「
東
京
の
塔
」

を
訪
れ
、
沖
縄
戦
で
倒
れ
た
東
京

都
出
身
の
方
々
へ
献
花
し
、「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」
を
廻
り
、
戦
争
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意

を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
追
悼
式
会
場
と
な
る
沖

縄
戦
最
後
の
激
戦
地
で
あ
る
糸
満

市
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園
に
到

着
後
、
式
典
に
先
立
ち
、
公
園
内

の
戦
没
者
ら
の
名
前
を
刻
ん
だ

い
し
じ

「
平
和
の
礎
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
遺
族
ら
が
肉
親
の
刻
銘
に

向
か
い
冥
福
を
祈
る
姿
を
目
の
当

り
に
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
て

い
か
ね
ば
と
意
を
強
く
し
ま
し
た
。

追
悼
式
は
、
正
午
の
時
報
を
合

図
に
１
分
間
の
黙
と
う
か
ら
始
ま

り
、
小
泉
純
一
郎
首
相
、
稲
嶺
惠

一
沖
縄
県
知
事
を
は
じ
め
、
衆
参

議
院
議
長
、
各
界
の
代
表
、
遺
族

ら
約
四
千
五
百
人
の
参
列
の
も
と
、

し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
遺
族
連
合
会
会
長
の
追

悼
の
こ
と
ば
の
後
、
戦
没
者
に
対

し
献
花
が
行
わ
れ
、
知
事
の
「
平

和
宣
言
」
へ
と
続
き
、
そ
の
後
、いけ

那
覇
商
業
高
等
学
校
３
年
生
の
池

あ
や

か

彩
夏
さ
ん
が
、「
若
い
瞳
」
と
題

し
た
「
平
和
の
詩
」
を
朗
読
し
ま

し
た
。『
時
代
の
流
れ
に
も
ブ
レ

ー
キ
が
使
え
た
ら
い
い
の
に
と
思

う

も
し
か
し
た
ら

そ
の
ブ
レ

ー
キ
に
な
れ
る
の
は

他
な
ら
ぬ

私
た
ち
の
よ
う
な
若
者
な
の
か
も

し
れ
な
い

私
達
が
持
っ
て
い
る

瞳
の
光
は

何
よ
り
も
強
く

真

っ
直
ぐ

沖
縄
を
み
つ
め
て
い
る

の
だ
か
ら
』
と
力
強
く
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

沖
縄
の
澄
ん
だ
青
空
の
も
と
参

列
者
全
員
が
、
戦
没
者
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
中
、
追
悼

式
は
終
了
し
ま
し
た
。

世
界
の
恒
久
平
和
を
希
求
し
て

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
に

参
加
し
ま
し
た
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Ｑ質 問Ａ答 え

本
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
５
件

の
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
１
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

結
論
の
出
な
か
っ
た
請
願
・
陳
情

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
閉
会
中
も
継

続
し
て
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

新
た
に
提
出
さ
れ
た

も
の【
要
旨
・
審
査
結
果
】

今
定
例
会
で

審
査
し
た
も
の

□
路
上
喫
煙
に
関
す
る
陳
情

１８
陳
情
第
３５
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
不
採
択
】

路
上
喫
煙
に
対
す
る
罰
則
規
定
を

も
う
け
て
ほ
し
い
。

□
精
神
障
害
者
の
特
性
に
見
合
う
障

害
者
自
立
支
援
法
の
構
築
に
関
す
る

陳
情１８

陳
情
第
３６
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

１８
年
度
施
行
の
障
害
者
自
立
支
援

法
は
、
精
神
・
知
的
・
身
体
の
三
障

害
の
特
性
を
無
視
し
、
特
に
精
神
障

害
者
に
混
乱
と
不
安
を
呼
び
起
こ
す

内
容
で
あ
る
た
め
、
精
神
障
害
者
の

通
所
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
場
や

人
員
な
ど
の
確
保
へ
の
区
の
補
助
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
へ
の
家
賃

補
助
の
継
続
、
法
改
正
に
向
け
て
障

害
程
度
区
分
の
見
直
し
や
応
益
負
担

撤
廃
な
ど
の
国
・
都
へ
の
働
き
か
け

な
ど
、
６
項
目
を
陳
情
し
ま
す
。

□
現
在
不
燃
ご
み
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

に
従
っ
て
資
源
と
し
焼
却
せ
ず
再
商

品
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

１８
陳
情
第
３７
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

現
在
不
燃
ご
み
扱
い
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
き
、
区
民
の
理
解
の
も
と

に
「
分
別
収
集
計
画
」
を
た
て
て
分

別
し
、「
特
定
分
別
基
準
適
合
物
」

と
し
て
の
再
商
品
化
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

□
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
・
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
の
現
行
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

・
拡
充
を
求
め
る
陳
情

１８
陳
情
第
３８
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓【
継
続
審
査
】

視
覚
障
害
者
の
平
等
な
暮
ら
し
と

社
会
参
加
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
・
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
現
行
水

準
の
維
持
、
障
害
福
祉
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
の
数
値
目
標
の
設
定
、
負

担
軽
減
の
た
め
の
東
京
都
へ
の
財
政

支
援
の
要
望
な
ど
、
４
項
目
の
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
出
資
法
の
上
限
金
利
の
引
き
下
げ

等
を
求
め
る
陳
情

１８
陳
情
第
３９
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

１

速
や
か
に
出
資
法
の
上
限
金
利

を
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利
ま
で

引
き
下
げ
る
こ
と
。

２

貸
金
業
規
制
法
第
４３
条
の
み
な

し
弁
済
規
定
は
不
要
。
撤
廃
を
。

３

出
資
法
附
則
の
日
賦
貸
金
業
者
、

電
話
担
保
金
融
の
特
例
金
利
は
、

脱
法
行
為
の
横
行
が
現
状
で
、
直

ち
に
廃
止
を
。

以
上
の
要
旨
を
新
宿
区
議
会
の
意

見
と
し
て
議
決
し
、
関
係
機
関
に
送

付
す
る
こ
と
を
陳
情
し
ま
す
。

新
宿
区
議
会
っ
て

い
っ
た
い
ど
こ
に

あ
る
の
？

新
宿
区
議
会
は
、

歌
舞
伎
町
に
あ
る

新
宿
区
役
所
本
庁

舎
の
５
階
と
６
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

年
４
回
の
定
例
会
な
ど
の
本
会
議
が

行
わ
れ
る
「
議
場
」
は
、
５
、
６
階

吹
き
抜
け
に
な
っ
て
お
り
、
傍
聴
席

に
は
６
階
か
ら
入
り
ま
す
。（
９
月

の
第
３
回
定
例
会
か
ら
は
、
５
階
に

も
傍
聴
席
が
設
け
ら
れ
ま
す
。）

議
場
は
、
区
役
所
が
で
き
た
昭
和

４１
年
か
ら
ほ
と
ん
ど
改
装
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
古
い
小
学
校
の
体

育
館
の
よ
う
な
木
の
香
り
が
漂
い
、

昭
和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
す
。

ま
た
、
定
例
会
期
間
中
の
ほ
か
毎

月
定
例
的
に
開
か
れ
る
、
総
務
区
民

や
福
祉
健
康
な
ど
４
つ
の
常
任
委
員

会
や
特
別
委
員
会
は
、
通
常
５
階
と

６
階
に
あ
る
「
委
員
会
室
」
で
行
わ

れ
ま
す
。
委
員
会
室
は
普
通
の
会
議

室
と
同
じ
よ
う
な
つ
く
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
区
議
会
を

ぜ
ひ
傍
聴
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
の
傍
聴
受
付
は
、
区
役
所
５
階
、

議
会
事
務
局
で
す
。

今
定
例
会
で
議
決
し
た

（
要
旨
）

意
見
書
の
全
文
は
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
議
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
研
究
・
治
療
等

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

脳
脊
髄
液
減
少
症
は
、
近
年
新
し

い
診
断
・
治
療
法
の
有
用
性
が
報
告

さ
れ
、
本
格
的
な
検
討
の
機
運
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
認
知
度

は
ま
だ
低
く
、診
断
・
治
療
を
行
う
医

療
機
関
が
少
な
い
た
め
、患
者
・
家
族

は
大
変
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
実
態
調
査
の
実
施
と

相
談
・
支
援
体
制
の
確
立
、
研
究
の

推
進
及
び
治
療
法
の
早
期
確
立
、
新

し
い
治
療
法
に
対
す
る
保
険
の
適
用

を
、
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

療
養
病
床
削
減
計
画
に

関

す

る

意

見

書

国
会
で
成
立
し
た
医
療
制
度
改
革

法
は
、
療
養
病
床
を
６
年
間
で
２３
万

床
も
削
減
す
る
と
い
う
も
の
で
、
多

く
の
高
齢
者
が
医
療
機
関
か
ら
追
い

出
さ
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
入
所
待
機
者
を
増
や
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
受
け
皿
を
増
や
す

た
め
に
認
め
ら
れ
た
老
人
保
健
施
設

基
準
緩
和
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
は
、

入
所
者
の
安
全
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
療
養
病
床
削
減
計
画
の
撤

廃
を
、
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し

た
。国

勢
調
査
の
抜
本
的
見
直
し
を

求

め

る

意

見

書

国
勢
調
査
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・

防
犯
意
識
の
高
ま
り
、
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
な
ど
か
ら
、

個
別
訪
問
に
よ
る
調
査
が
非
常
に
困

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
事
項
も

詳
細
で
多
岐
に
わ
た
り
、
市
民
、
調

査
員
等
双
方
に
過
酷
で
、
自
治
体
の

負
担
が
非
常
に
大
き
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
国
勢
調
査
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
調
査
方
法
は
も
と
よ
り
、

各
調
査
項
目
の
意
義
、
必
要
性
も
含

め
、
早
急
に
抜
本
的
見
直
し
を
す
る

こ
と
を
、
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま

し
た
。

改
正
道
路
交
通
法
に
よ
る

駐
車
違
反
取
り
締
ま
り
に

関

す

る

意

見

書

６
月
１
日
開
始
の
改
正
道
路
交
通

法
に
基
づ
く
駐
車
違
反
取
り
締
ま
り

に
つ
い
て
は
、
違
法
駐
車
減
少
の
反

面
、
駐
車
場
整
備
が
充
分
で
な
い
中

で
の
施
行
に
よ
り
、
中
小
零
細
業
者
、

医
療
・
介
護
関
係
者
な
ど
か
ら
対
応

困
難
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
東
京
都
に
対
し
、
以
下
の

配
慮
を
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

１

中
小
零
細
業
者
、
地
域
商
店
街

の
配
送
等
で
の
短
時
間
の
駐
車
へ

の
配
慮
。

２

医
療
・
介
護
目
的
の
自
動
車
へ

の
駐
車
違
反
除
外
標
章
・
駐
車
許

可
証
の
交
付
手
続
き
の
簡
素
化
と

関
係
者
へ
の
周
知
。

３

商
店
街
が
住
民
・
行
政
等
と「
地

域
ル
ー
ル
」
を
策
定
し
、
積
み
降

ろ
し
時
間
帯
設
定
の
要
請
を
し
た

場
合
、
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
。

「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
の

撤
廃
等
を
求
め
る
意
見
書

社
会
問
題
化
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
問
題
に

よ
る
多
重
債
務
被
害
の
根
絶
の
た
め
、

以
下
の
事
項
に
つ
き
関
係
法
の
早
急

な
改
正
を
、
国
会
及
び
政
府
に
求
め

ま
し
た
。

１

速
や
か
に
出
資
法
の
上
限
金
利

を
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利
ま
で

引
き
下
げ
る
こ
と
。

２

貸
金
業
規
制
第
４３
条
の
み
な
し

弁
済
規
定
の
撤
廃
。

３

出
資
法
附
則
に
定
め
る
日
賦
貸

金
業
者
、
電
話
担
保
金
融
の
特
例

金
利
を
直
ち
に
廃
止
す
る
こ
と
。

請請
願願
・・
陳陳
情情

皆
様
か
ら

の
処
理
状
況

託
さ
れ
た

請願・陳情について
議
会
素
朴
な
疑
問
●

●

●

●
●
●
●

ＱＱ
＆
ＡＡ

請願・陳情の書き方の例請願・陳情とは

表紙請願・陳情は、いつでも、
どなたでも提出でき、区政
にのぞむこと、行ってほし
いことを、直接区議会に訴
えることができる制度です。
区議会では、受付けた請
願や陳情を審査し、その内
容が妥当であり区政にとり
あげるべきと判断したとき
は採択、そうでないときは
不採択とします。また、引
き続き審査すべきと判断し
たときは継続審査とします。
採択された請願・陳情は、
区長などの執行機関に送り、
その実現を要望します。請
願・陳情を出された方には、
区議会の審査結果を通知し
ます。
請願と陳情の違いは、請
願には議員の紹介が必要で
ある、という点です。

○○○○○についての請願（陳情）
紹介議員（請願の場合のみ）

○ ○ ○ ○ ○

�「議場」は
こうなっています。

（下の写真）

本文

○○○○○についての請願（陳情）
○年○月○日

新宿区議会議長 あて
〒
住所
連絡先

フ リ ガ ナ
代表者 ○○○○○ 外○名

（署名又は記名押印）
１ 要 旨
（１）
（２）
２ 理 由
（１）
（２）

�傍聴席から見た「議場」。
ただ今本会議の最中。

（上の写真）

会
派
の
役
職
変
更

（
変
更
後
）

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

会
計

深
沢

と
し
さ
だ

朝
顔
の
花
も
咲
き
始
め
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
の
様
子
を
中
心
に
ま

と
め
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま

す
。暑

さ
厳
し
き
折
、
健
康
に
気
を
つ

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

小
畑

通
夫

宮
坂

俊
文

有
馬

俊
郎

阿
部

早
苗

野
口
ふ
み
あ
き

う
る
し
ば
ら
順
一

小
野

き
み
子

お

知

ら

せ

本
紙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
調
査
管
理
係

電
話

５
２
７
３
‐
３
５
３
４

あ
と
が
き

署名簿（複数の方で提出するとき）

●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/gikai/です。

○○○○○○○○○についての請願（陳情）
署名簿

住 所氏 名

（署名又は記名押印）

（１名以上
の紹介議員
の署名又は
記名押印）
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